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KUCA-A架台に構成した鉛装荷炉心と外部中性子源に 14 MeVの中性子または核破砕中性子を用いた ADS 実

験において動特性パラメータ βeff /Λを測定した。βeff /Λの実験と固有値計算との比較を通して、βeff /Λの未臨

界度ならびに外部中性子源の依存性について検討した。 
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1. 緒言  本研究では、加速器駆動システム(ADS)のビームトリップ解析などに用いられる動特性パラメータ

について検討した。動特性パラメータは固有値計算により得られるが、ADS では未臨界炉心および外部中性

子源によって炉心内の中性子束分布が固有値計算とは異なるため、動特性パラメータも固有値計算とは異な

る可能性が考えられる。そこで、外部中性子源および未臨界度の動特性パラメータへの影響を検討すること

を目的として、未臨界炉心にパルス中性子を入射して動特性パラメータeff/を測定した。 

2. 実験および計算  実験では、2 種類の燃料体(中央: ウラン-鉛、外周: ウラン⁻ポリエチレン)により構成さ

れた炉心を用いて、制御棒の挿入または燃料置換によって未臨界度を変化させた。中性子源には 14 MeV 中性

子および 100 MeV の陽子を Pb-Bi ターゲットに衝突させることで生じる核破砕中性子を用いた。検出器には

炉心外周に設置された複数個の BF3検出器を用いた。eff/はパルス中性子源法のフィッティングにより得ら

れた即発中性子減衰定数と面積比法による$単位の未臨界度を組み合わせて測定した。実験解析ではMCNP6.1

と ENDF/B-VII.1 を用いた固有値計算によりeff/を求めた。 

3. 結果  図 1 に実験および固有値計算で得られたeff/を示す。制御棒の挿入(Case I)と燃料置換(Cases II から

VII)による未臨界度に対して、Case I から Case III までのeff/の値はほとんど一定であったが、Cases IV から

VII では未臨界度が深くなるにつれて減少し

た。さらに、Cases III から VII では固有値計算

と比べてeff/の値が 30 s-1 程度小さくなるこ

とがわかった。すべての Case において中性子

源の違いによるeff/の変化は有意に見られな

かった。しかし、興味深いことに同じ未臨界度

Cases I-5 および IIIであっても炉心寸法が小

さくなることで外部中性子源の影響度合いが

増加した。したがって、eff/の値は炉心寸法

に依存することがわかった。今後、eff/測定

の空間依存性についても検討し、動特性パラ

メータの実験解析を進める。
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図 1  eff/の実験および固有値計算(MCNP)の比較 
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